
27

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~hasakawa/index.html

水溶液から成長したノルセサイト結晶BaMg(CO3)2
得られた結晶を種として育成すれば、将来、大型機器にも
十分に利用できる高品質／巨大な圧電素子の結晶ができる？

その場観察・計測によって解き明かされる
無機・有機結晶の結晶化

我 々の身の回りにある材料の多くは結晶です。そのため、欠陥の少

ない結晶や大きな結晶、目的に応じた形状の結晶を作製するなど

結晶性材料の製造方法を制御することは産業的に極めて重要なことです。

しかしながら、結晶の生成過程は結晶の表面状態、温度・濃度勾配、不純

物濃度、pHなどの物理的・化学的因子に複雑に影響を受けるため、結晶

の生成過程（核生成や結晶成長）の制御は容易ではありません。複雑に影

響し合う現象を切り分けて結晶化を制御するためには、顕微鏡や散乱装

置を用いて、その場観察・計測法（現象をリアルタイムに観察・計測する方

法）による結晶化機構の解明が必要不可欠です。本研究室では、産業的に

重要な無機結晶から有機結晶の生成機構の制御を視野に入れ、その場観

察法による結晶化・融解（溶解）の基本原理の解明に取り組んでいます。具

体的には、炭酸塩結晶、ゼオライト結晶、高分子結晶、コロイド結晶の研究

を行っています。

2012年 京都大学大学院工学研究科高分子化学専攻 博士後期課程 修了  
北海道大学低温科学研究所 博士研究員、   
阿南工業高等専門学校創造技術工学科化学コース助教を経て、
2016年より山口大学助教となる。   

麻川  明俊  助教
 Asakawa Harutoshi 

・ 結晶成長
・ 結晶工学
・ 高分子物理学
・ 水熱合成
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同
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「堤研　山口大」で検索！

・ 高機能触媒
・ 表面・界面
・ 機能性高分子
・ 有機無機ハイブリッド材料

分子１つ１つの動きを理解することで、
環境・エネルギー問題の解決に挑戦！

2013年 京都大学工学部工業化学科卒業
2017年 京都大学工学研究科物質エネルギー化学専攻
博士後期課程修了（2016年より日本学術振興会 特別研究員 ）
2017年 マサチューセッツ工科大学(MIT) 
機械工学科Visiting researcher 
2018年より山口大学助教となる。

片山  祐
Katayama Yu

助教

触 媒、電極触媒は私たちの生活を支えている極めて重要なものです。

例えば、日常生活用品のほとんどが何らかの触媒反応を利用して

作られているほか、資源・エネルギー問題、環境汚染問題といった人類が

直面する課題の解決においても、触媒反応は重要な役割を担っています。

これだけ幅広く応用されている触媒反応ですが、まだまだ課題も残されて

います。私たちは、①触媒反応が進行する際のメカニズムの解明と②そこ

で得られた知見を応用した優れた特性を持つあたらしい触媒材料の開発

を行っています。反応メカニズム解明のためには、通常の顕微鏡では見る

ことができないほど小さな「分子」を観察する必要があります。私たちは、

「光」を利用することでこれを実現させ、触媒上で進行する様々な反応のメ

カニズム解明に挑戦しています。さらに、高分子化学・無機化学・溶液化学

などの知識を総動員して、これまでになかった新しい機能や、優れた効率

をもつ触媒材料の設計にチャレンジしています。
（電極）触媒上で進行する反応を、様々な手法を組み合わせることによって
直接かつ分子レベルで観察し、高活性な次世代（電極）触媒材料の設計に
応用していきます。

http://perkin.chem.yamaguchi-u.ac.jp/

・ 有機合成化学
・有機元素化学
・ サステイナブルケミストリー
・ グリーンケミストリー

グリーン・サステイナブル化学への
有機合成化学の展開

1982年京都大学理学部卒業
1987年京都大学大学院理学研究科化学専攻博士後期課程修了
山口大学講師、英国インベリアルカレッジ博士研究員、
山口大学助教授を経て、2004年より同教授となる。
プラスチック化学リサイクル研究会会長（2020年まで）

有 機合成化学は万能です。現代社会に強く望まれているイノベーション
を実現するために必須である、新しいポテンシャルを持った「分子」の

合成に無敵の威力を発揮します。あたかも「無から有」を造る。それを実現する
のが有機合成化学です。単にものづくりだけでなく、21世紀に必要とする環境
調和型社会の実現に向けて、新しい方法論、資源再利用、そして地球にやさし
い自然からの材料を活用して、現代社会に新しい道を拓くために有機化学の
研究を進めています。これまでに、抗インフルエンザ薬のタミフルの合成をは
じめとして数々の生理活性物質の合成、およびそれに必要な新しい合成反応
を作り上げてきました。一方で、有機合成化学の成果を活用して、プラスチック
やセルロースを化学資源に変換する画期的な方法も開発してきました。現在
問題になっている使用済みプラスチックの処理に、環境を考えた適切な方法を
有機化学から提案する研究も進めています。国際的にも幅広く強い連携関係
を多数もち、国内の産学連携をも進めつつ、無敵の有機合成化学使って現代社
会の直面する課題の解決を可能にする科学技術の展開を進めています。

フラスコの中からグリーンサステイナブルな未来が生まれます
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http://perkin.chem.yamaguchi-u.ac.jp/

・ 有機化学
・ 合成化学
・ 有機ラジカル化学
・ 光反応

一電子の働きを鍵とする
環境調和型有機合成手法の開発

2014年 大阪府立大学大学院理学系研究科博士後期課程修了
米国・ピッツバーグ大学化学科博士研究員を経て、
2015年より山口大学助教となる。

川本  拓治
Kawamoto Takuji

助教

有 機化合物は身の回りに数多く存在しており、我々はその恩恵を多

く受けています。有機合成化学は、自然界に微量しか存在しない

もしくは全く存在しない有機化合物を手にするために、合成ルートを探索

しまたその合成手法を新しく創り出す研究分野です。しかし、近年ではた

だ有機化合物を作ればいいというものではなく、環境に配慮し安全に効

率よく作るかが課題となっています。

有機合成反応の開発では活性種の働きが鍵となります。そこで我々の研

究グループでは「一電子の働き」を巧みに利用した画期的な手法の開発

を行っています。なお、一電子が担う反応形式をラジカル反応と言います。

ラジカル反応は独特の反応性を示すことが知られており、これを利用する

ことで従来法では合成困難であった化合物群の合成が可能になります。

最終的にシンプルな化合物から複雑な化合物を１段階で合成できる手

法を開発し、医薬品等の合成に利用することを目指しています。
シンプルな分子から複雑な分子への変換反応の開発を行っています。

修

を経て、
、

、

より
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2016 年より同教授となる。
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を経て

を経て、
より同

同、
、
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・ 溶液化学
・ 構造化学
・ 高分子材料物性
・ 電池

2006年  九州大学大学院理学府化学専攻 博士後期課程修了、
博士（理学）
九州大学・助教、日本学術振興会特別研究員・PD、
東京大学・助教を経て、
2014年より山口大学准教授となる。

溶 液内で溶媒分子と溶質（金属イオン/イオン性分子/高分子など）が集
合した”凝集系”は、濃度や温度、外部刺激に応じて多彩な機能を発揮

する”柔らかい材料”です。我々の研究グループでは、電解質溶液・高分子溶液・
ゲル電解質といった溶液-ソフトマター系を研究対象として、所望の機能を引
き出すための考え方や設計指針を分子レベルで構築していく「化学」を展開し
ています。具体的には、リチウムイオン電池などの「蓄電デバイス用電解質材
料」に着目し、実験化学（電気化学測定、分光・散乱実験）と計算化学（コン
ピューターによるシミュレーション）を融合した独自の研究手法を駆使して、実
用分野で求められる「機能」を適切に付加した「材料」の開発を進めています。

そこから発見された手法はこれまでに数々のノーベル賞受賞対象となる
ほど実用的かつインパクトのあるものです。

リチウムイオン電池用電解液中に存在するリチウムイオン溶媒和
クラスター構造（コンピューターシミュレーション）

蓄電デバイス用電解質材料（溶液・ゲル）の
物性・構造と分子レベル機能設計

http://elechem.chem.yamaguchi-u.ac.jp

2000年 群馬大学工学部 飛び級
2005年 北海道大学大学院工学研究科 博士後期課程修了
科学技術振興機構研究員、カリフォルニア大学研究員、
九州大学特任助教、山口大学工学部准教授を経て、
2020年より同教授となる。
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1997年 東京工業大学大学院総合理工学研究科
博士課程 短縮修了、博士（理学）
日本学術振興会 特別研究員、山口大学助手、
マサチューセッツ工科大学博士研究員を経て、
2004年より山口大学助教授（現 准教授）となる。

（　　　 ）、

同
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を経て、 同

大和  志帆
 Yamato  Shiho

1993年 広島大学総合科学部卒業
1998年 京都大学大学院人間・環境学研究科修了
名城大学特別研究員、山口大学助手、同准教授を経て、
2020年より同教授となる。
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講師

2003年 山口大学工学部卒業
2008年 山口大学大学院理工学研究科
博士後期課程修了
山口大学助教を経て、
2018年より同講師となる。

http://www.xafs.chem.yamaguchi-u.ac.jp/index.html

・ 表面・界面
・ 触媒
・ Ｘ線・電子分光
・ 電気化学分析

触媒の"活きた状態"を捉える

2007年 東京大学大学院 修士課程卒業
2010年 東京大学大学院 博士課程卒業 博士(工学)
慶應義塾大学 助教（北海道大学触媒科学研究所 
共同研究フェロー兼任）を経て、
2018年 山口大学准教授（テニュアトラック）となる。

吉田  真明
Yoshida  Masaaki

准教授（テニュアトラック）

触 媒が実際に動いている状態で観測することを「オペランド観測」と

いいます。私たちの研究室では、このオペランド観測システムを独

自に開発し、触媒の機能解明を目指して研究を行っています。特に、太陽

光・水力・風力などの再生可能エネルギーを利用して水から水素を製造す

るため、水の電気分解を行う水分解触媒をターゲットに研究を進めてい

ます。水を分解するためには水素生成触媒と酸素生成触媒が必要となり

ますが、酸素生成触媒の方が効率が悪いため、その効率を落としている原

因をオペランド観測で調べています。化学系でありながら機械工作・計測

制御などを組み合わせ、世界にここだけしかないオリジナル装置を開発し、

触媒を構成している全元素を詳細に解析することが可能です。これらの測

定で得られた知見を基に、高効率な水素製造システムを開発することを

目指しています。 様々な測定法を駆使して触媒を観測するイメージ図。
実際に反応が起きている状態で触媒を構成している全元素を分析することが
可能です。
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、同助教を経て、

 准教授

2017年より同准教授となる。

1996年 大阪大学基礎工学部卒業
1999年 大阪大学大学院基礎工学研究科修了
山口大学工学部助手、同助教授（現准教授）を経て、
2020年より同教授となる。 

脂質集合体が形成する微小反応場と
バイオリアクターを利用した物質生産




